
可
観
小
説
巻
十
七

住
せ
し
が
、
故
主
の
御
事
也
と
て
種
々
日
御
馳
走
仕
た
る
と
也
。

一
、
陽
庚
公
家
替
相
続
の
御
締

微
妙
公
四
十
七
歳
に
て
御
隠
居
御
願
調
ふ
。
陽
庚
公
と
御
父
子
御
登

城
の
所
、
公
方
御
直
に
、
肥
前
殿
は
い
ま
だ
隠
居
時
分
に

τ無
之
候

に
、
無
異
儀
闘
を
被
議
事
脊
特
に
候
。
筑
前
守
厚
〈
織
を
被
申
4

ん
に
候

と
上
意
也
o
共
時
陽
庚
公
謹
て
恭
仕
合
、
此
上
意
を
承
り
肥
前
守
存

分
は
御
座
有
閑
敷
と
被
仰
上
候
。
共
後
微
妙
公
扱
も
今
日
筑
前
御
諦

は
出
来
た
り
。
最
平
三
ク
閣
議
り
て
無
心
許
事
は
友
し
と
御
喜
悦
也
。

齢襲麗此
陽
庚
公
御
諦
道
理
に
相
営
る
哉
否
や
、
愚
意
未
領
得
。

一
、
賀
州
一
向
一
授
服
縁
の
事

天
正
の
初
年
信
長
公
越
前
園
へ
乱
入
し
朝
倉
氏
を
減
し
、
共
跡
を
ば
.

園
人
前
波
播
腿
守
・
宮
岡
捕
六
爾
人
民
被
下
。
此
雨
人
中
悪
敷
飢
に

及
ぶ
。
摘
六
共
時
二
十
四
歳
、
勝
れ
た
る
美
男
た
れ
共
備
践
也
。
勇
材

超
人
駿
慢
の
心
あ
り
、
先
方
の
諸
絡
を
一
度
に
四
人
殺
害
す
。
依
之

園
人
離
心
一
挨
起
る
。
間
捌
六
物
の
数
と
も
せ
や
成
を
圏
中
に
振
ふ
。

何
て
賀
州
一
挟
共
援
を
競
ふ
。
一
挟
頭
若
林
長
門
来
て
長
締
寺
山
に

於
て
合
戦
す
。
長
門
が
謀
計
に
て
摘
六
打
負
け
、
長
鰯
寺
山
に
て
職
死

ーー『守'"d 

及
び
、
飛
州
よ
り
被
召
還
、
千
石
被
下
置
候
。
然
る
に
武
士
に
成
て
は

殊
の
外
勇
無
表
へ
、
御
家
に
て
は
度
々
の
寧
K
-
度
も
乎
に
不
合
、

不
首
尾
の
事
多
〈
有
之
.
御
知
行
被
召
放
行
街
不
知
と
一
式
ふ
。
勝
家
の

功
に
て
越
前
加
賀
平
均
し
、
丸
岡
に
柴
田
伊
賀
守
、
大
野
に
柴
田
三

左
衛
門
、
勝
山
に
原
彦
次
郎
、
賀
州
御
幸
塚
陀
徳
山
五
兵
衛
、
仙
代

に
葬
郷
五
左
衛
門
、
寺
井
の
三
堂
山
に
安
井
左
近
、
別
宮
K
吉
原
二

郎
兵
衛
.
金
串
仰
に
佐
久
間
玄
蕃
頭
、
如
此
柴
田
家
よ
り
蛾
主
を
置
た

り
。
或
時
別
宮
に
一
挟
起
り
、
夜
半
に
披
下
へ
押
寄
る
。
次
郎
兵
術
防

之
静
ま
り
て
居
け
れ
ば
、
落
つ
べ
き
様
も
友
し
o
然
る
庭
に
大
手
の
門

櫓
に
て
、
足
経
顕
布
の
乎
に
火
縄
を
懸
け
、
築
箱
に
有
之
築
を
取
て

織
地
に
入
る
と
て
、
火
縄
の
火
箱
の
難
民
移
て
、
門
櫓
北
の
谷
に
釘
倒

す
。
共
勢
に
乗
じ
一
挟
E
も
迫
入
り
、
女
郎
兵
衛
自
殺
し
ぬ
。
飽
披

の
兵
ど
も
不
残
職
死
す
。
-
授
の
老
兵
-Z
様
は
‘
是
よ
り
仙
代
へ
は
四

畏
也
。
葬
郷
は
す

L
E
き
男
也
。
只
一
時
も
は
や
く
引
取
可
然
と
云

ふ
。
皆
不
問
入
、
土
識
を
打
ゃ
ぶ
り
、
絹
布
・
紙
類
取
出
し
配
分
す
る

と
て
二
撲
の
寄
合
分
も
た
き
内
に
、
は
や
朝
五
過
に
成
る
。
三
坂
が

嶺
に
営
て
仙
代
の
奔
郷
‘
赤
旗
指
事
て
押
来
る
。
ず
は
や
奔
郷
よ
と

て
遁
散
る
。
一
人
も
減
さ
じ
と
下
知
す
る
所
に
、
一
撲
の
老
兵
の
内

可
郡
小
説
巻
十
七

一一一一一一一一

す
。
共
後
前
波
播
勝
も
戦
死
し
ぬ
。
依
之
柴
岡
修
理
亮
勝
家
来
て
越

前
平
治
す
。
此
勢
に
て
賀
州
の
一
挟
頭
共
も
降
参
す
。
能
美
・
江
沼

爾
郡
の
一
授
頭
は
柴
田
伊
賀
守
に
属
し
て
、
越
前
丸
岡
に
て
伊
賀
守

へ
織
を
し
、
石
川
・
河
北
雨
郡
の
一
授
頭
共
は
佐
久
間
玄
審
頭
に
属
し

て
、
賀
州
松
任
に
て
玄
蕃
頭
に
砲
を
す
べ
き
に
定
め
て
、
丸
岡
・
松
任

雨
所
に
て
指
固
を
い
た
し
、
一
授
頭
不
残
殺
害
し
て
賀
州
平
治
す
。
此

時
若
林
長
門
年
四
十
除
。
法
体
し
補
綴
に
さ
す
が
を
指
て
出
た
る
を
、

一
万
切
た
る
に
不
仕
身
に
て
不
切
。
中
取
し
て
突
む
と
す
る
所
に
、

飛
建
て
障
子
の
あ
な
た
へ
遁
出
づ
。
亀
岡
大
隅
殺
之
。
松
任
に
て
は

須
崎
兵
庫
湿
参
す
る
に
付
、
延
引
に
て
不
首
尾
に
成
て
は
如
何
、
兵

庫
一
人
は
不
苦
と
て
不
残
仕
廻
た
る
跡
に
、
須
崎
松
任
町
に
て
聞
之
.

直
に
飛
州
へ
出
走
す
。
或
年
の
十
月
頃
‘
越
後
の
謙
信
一
寓
飴
兵
を

帥
て
賀
州
河
北
郡
中
僚
村
・
大
岡
村
陀
寧
だ
ち
す
。
共
日
大
雪
に
て
寧

兵
皆
爾
村
の
民
家
へ
入
り
寒
筑
を
防
ぐ
。
夜
中
須
崎
兵
庫
八
百
許
の

人
教
に
て
山
手
へ
か
L
り
夜
討
す
。
さ
す
が
の
謙
信
大
に
敗
走
し
越

後
へ
遁
入
る
。
此
時
の
宜
纏
に
「
越
後
を
と
り
や
る
輝
虎
さ
ま
は
、

関
東
表
は
治
照
し
あ
る
が
、
加
賀
の
鎗
に
は
治
曇
り
や
る
。
の
う
治

曇
り
や
る
こ
と
誕
た
る
と
也
。
共
後
高
徳
公
右
の
手
柄
ど
も
御
聞

践
の
上
へ
か
け
上
り
、
棒
に
白
手
巾
た
結
付
て
振
て
み
せ
け
れ
ば
、
拝

郷
は
伏
兵
の
有
か
と
心
得
、
人
数
を
ま
と
め
て
別
官
の
城
中
へ
入
り

た
り
。
手
ぼ
や
き
智
略
を
出
し
て
多
く
助
け
た
り
と
也
。
次
郎
兵
衛

は
一
高
三
千
石
領
之
。
五
左
衛
門
は
一
高
石
領
之
。
勇
猛
の
人
に
て

暗
〈
子
も
奔
郷
と
い
へ
ば
暗
止
ぬ
。
尾
州
人
也
。
湖
町
一
附
一
静
聴

一
、
御
旗
奉
行
岩
田
内
蔵
助
の
事

大
坂
夏
陣
五
月
七
目
、
岡
山
に
て
御
旗
奉
行
岩
間
内
務
助
・
宮
永
勘

解
左
衛
門
高
所
に
御
旗
を
立
た
り
。
微
妙
公
今
少
し
旗
を
推
出
て
立

よ
と
御
意
也
。
内
議
助
少
し
御
待
被
成
よ
と
云
ふ
。
公
是
非
す
L
め

よ
と
御
意
の
時
、
内
臓
助
御
側
へ
近
く
参
り
何
哉
ら
ん
申
上
る
。
御

合
職
と
み
ゆ
。
少
間
あ
り
て
時
分
宜
敷
と
て
御
旗
を
す
L
む
。
其
時

旗
を
一
面
に
横
に
立
た
る
を
、
内
誠
助
下
知
し
竪
に
立
た
り
。
然
る

蕗
に
先
手
崩
れ
か
h
り
ぬ
o
乍
然
雄
旗
皆
竪
に
立
た
る
故
民
、
も
め
ざ

る
と
也
。
共
後
山
森
吉
兵
衛
宥
の
儀
を
岩
悶
に
問
ふ
。
岩
間
去
。
御

先
手
の
様
子
少
し
は
や
く
み
ゆ
る
に
付
て
、
御
旗
を
す
L
め
な
ぽ
、
先

手
衆
御
旗
本
か
L
り
給
ふ
と
思
ひ
無
理
を
せ
ば
、
討
死
多
く
候
は
ん

と
思
ひ
、
共
段
申
上
候
也
。
叉
横
に
不
立
は
先
手
の
体
い
ま
だ
勝
と
も

負
と
も
不
見
程
に
、
若
し
踊
る
h
事
も
あ
ら
ば
と
思
ひ
如
此
と
云
。
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